









































The Effects of Young People’s Values on Their Fashion Behavior:
An Analysis Using Structural Equation Modeling
Ju-hee SOHN, Hiroaki BABA*
Abstract
This study used printed questionnaires to survey university students（n=348）to understand the impact of
young people's values on their fashion behavior. Its findings showed that when self-reporting their jacket size,
about 60% of males reported wearing size L or larger, while about 30% of females reported wearing size L or
larger. There were few statistically significant differences by gender on assessed average scores for value items,
and the three factors of I. Assertiveness/Self-esteem, II. Need for Approval, and III. Negativity/Fatigue were iden-
tified. Statistically significant differences by gender were apparent for many fashion behavior items. Structural
equation models having strong fit were identified for both values and fashion behavior. Young persons who
were more assertive and had more need for approval in analysis by value type（four clusters）tended to be more
assertive in their self-expression through fashion behavior. On the other hand, many of the young people were
passive in their values and uninterested in fashion behavior. These findings suggest that young people can de-
velop assertive values by being given opportunities to take an interest in how they dress.
キーワード：構造方程式モデル，大学生，価値観，被服行動，類型化

























































性別 男n % 女n % 計n %
124 35.6 224 64.4 348 100
学部 人文n % 人発n % 経済n % 計n %
男 22 17.9 62 50.4 39 31.7 123 100
女 76 33.9 99 44.2 49 21.9 224 100
全体 98 28.2 161 46.4 88 25.4 347 100
学年 1年生n % 2年生n % 3年生n % 4年生n % 計n %
男 84 77.1 11 10.1 9 8.3 5 4.6 109 100
女 179 92.3 2 1 5 2.6 8 4.1 194 100
全体 263 86.8 13 4.3 14 4.6 13 4.3 303 100
出身県 富山県n % 石川県n % 福井県n % 中部地方n % その他n % 計n %
男 35 28.9 26 21.5 5 4.1 32 26.4 23 18.9 121 100
女 97 43.5 61 27.4 10 4.5 34 15.2 21 9.3 223 100
全体 132 38.4 87 25.3 15 4.4 66 19.2 44 12.9 344 100
居住形態 一人暮らしn % 実家n % 計n %
男 82 67.8 39 32.2 121 100
女 118 52.9 105 47.1 223 100
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身長（cm） n SD 足サイズ（cm） n SD
男 172.1 121 5.342 26.6 122 1.268
女 158.7 224 4.766 23.7 224 0.736
上衣
サイズ
XS（ｎ） % S % M % L % XL % 計 %
男 1 0.8 3 2.4 43 35.0 63 51.2 13 10.6 123 100
女 3 1.3 22 9.8 137 61.2 58 25.9 4 1.8 224 100
全体 4 1.2 25 7.2 180 51.9 121 34.9 17 4.9 347 100
下衣
サイズ
XS % S % M % L % XL % 計 %
男 0 0.0 6 4.9 42 34.4 60 49.2 14 11.5 122 100
女 3 1.4 23 10.4 122 55.0 69 31.1 5 2.3 222 100


































男 n SD 女 n SD 全体 SD n
仕送り（円） 37,600 65 17797 46,374 91 20400 42,718 19,780 156
奨学金（円） 52,125 48 23033 49,074 54 25626 50,509 24,369 102
アルバイト代（円） 54,267 71 21750 37,975 143 19581 43,381 21,684 214
小遣い（円） 31,095 115 21863 25,226 212 21169 27,291 21,565 327
被服費（円） 9,214 91 6,437 10,116 202 8,934 9,836 8,239 293
表4.若者の「価値観」の測定尺度項目の評定平均値
男 女
価値観・意識 質問項目（23項目） 平均値 SD 平均値 SD t値 p shortwords
1.自分のことを認めてもらいたい 3.30 0.72 3.24 0.63 0.80 1.承認欲求
2.誰からも嫌われたくない 3.14 0.80 3.08 0.74 0.71 2.嫌われたくない
3.他人の評価が気になる 3.19 0.75 3.27 0.62 -1.00 3.他人の評価
4.リーダーシップを発揮する方だ 2.54 0.91 2.14 0.81 4.11 *** 4.リーダーシップ
5.行動力がある方だ 2.79 0.85 2.60 0.79 2.09 * 5.行動力
6.好奇心が強い 3.19 0.74 3.15 0.68 0.43 6.好奇心
7.マナーや礼儀をわきまえている 3.14 0.63 3.04 0.65 1.35 7.マナー・礼儀
8.責任感や粘り強さがある 2.89 0.79 2.92 0.71 -0.39 8.責任感・粘り強さ
9.結婚はすべきだと思う 3.22 0.86 3.13 0.90 0.85 9.結婚はすべき
10.自分は価値ある人間だと感じている 2.74 0.82 2.45 0.73 3.43 ** 10.自分に価値
11.自分の言動に自信を持っている 2.65 0.79 2.31 0.71 4.19 ***11.言動に自信
12.自己嫌悪をおぼえることがある 3.06 0.85 3.36 0.69 -3.57 ***12.自己嫌悪
13.人に頼みごとをするのが苦手だ 2.75 0.92 2.79 0.83 -0.42 13.頼みごと苦手
14.気まずくなった人と仲直りできる 2.59 0.86 2.62 0.75 -0.30 14.仲直り
15.知らない人の集まりでもすぐに友達をつくれる 2.50 0.96 2.43 0.87 0.67 15.人見知りしない
16.部活やサークル活動を重視する 2.90 0.97 2.94 0.93 -0.32 16.部活サークル重視
17.大学の友人関係に満足している 3.17 0.76 3.02 0.81 1.65 17.大学の友人関係満足
18.学業への意欲・興味を持っている 2.86 0.85 2.89 0.70 -0.30 18.学業への意欲・興味
19.アルバイトを重視する 2.46 0.88 2.44 0.83 0.23 19.アルバイト重視
20.やる気が乏しい 2.43 0.89 2.54 0.78 -1.28 20.無気力
21.疲労感を感じている 2.90 0.81 3.00 0.73 -1.19 21.疲労感
22.将来に希望がもてない 2.40 0.90 2.46 0.86 -0.62 22.将来に不安












































































































































































































5行動力がある方だ .749 .164 -.214
4リーダーシップを発揮する方だ .702 .162 -.145
11自分の言動に自信を持っている .625 .048 -.245
10自分は価値ある人間だと感じている .619 .087 -.362
15知らない人の集まりでもすぐに友達をつくれる .614 .144 -.207
8責任感や粘り強さがある .550 .104 -.197
6好奇心が強い .457 .234 -.092
3他人の評価が気になる .027 .768 .366
1自分のことを認めてもらいたい .328 .731 .121
2誰からも嫌われたくない .135 .717 .115
22将来に希望がもてない -.264 .176 .715
20やる気が乏しい -.288 .089 .602
21疲労感を感じている -.061 .218 .533
［寄与率］累積寄与率 % ［23.5］ ［14.6］［5.7］43.7
Ⅰ 積極性・自尊心 1.000 .213 -.334












































































































































































































ファッション行動（35項目） 平均値 SD 平均値 SD t値 p shortwords
24.ダイエットをする 1.98 0.992 2.79 0.939 -7.64 ***24.ダイエット
25.自分の外見を良くしようと努力する 2.88 0.864 3.17 0.713 -3.33 **25.外見を良くする努力
26.体重管理のためによく低カロリーの食べ物を食べる 1.91 0.920 2.44 0.897 -5.24 ***26.体重管理
27.爪や肌も手入れにも気をつける方である 2.35 0.946 2.58 0.894 -2.33 * 27.爪・肌ケア
28.ヘアケアに気を遣っている 2.23 0.936 2.66 0.914 -4.22 ***28.ヘアケア
29.化粧をすることは最低限のマナーだと思う 2.11 0.857 2.66 0.869 -5.61 ***29.化粧はマナー
30.男は男らしく、女は女らしい服装をするのがよい 2.44 0.957 2.21 0.843 2.32 * 30.服装の性別意識
31.長髪の男性はおかしいと思う 2.03 0.923 2.13 0.886 -0.96 31.男髪男性はおかしい
32.おしゃれな人に好感を持つ 3.14 0.736 3.37 0.628 -3.06 **32.オシャレに好感
33.服のコーディネートに気を配る 2.73 0.866 3.21 0.675 -5.34 ***33.服のコーディネート意識
34.靴のヒールは高い方を好む 1.62 0.771 2.04 0.941 -4.28 ***34.高ヒールを好む
35.髪を染めている 1.80 1.182 2.38 1.383 -4.13 ***35.髪を染める
36.スタイル（体型）がよく見えるように気を配る 2.36 0.949 3.04 0.811 -6.71 ***36.スタイル意識
37.下着にも気を配る 1.97 0.936 2.49 0.893 -5.14 ***37.下着意識
38.毎日異なる衣服を着るようにしている 3.10 0.914 3.39 0.654 -3.18 **38.毎日異なる衣服着用
39.姿勢を気にしている方だ 2.40 0.918 2.49 0.847 -0.98 39.姿勢意識
40.着る服によってテンションが上がることがある 2.73 1.045 3.29 0.821 -5.12 ***40.着る服による気分高揚
41.その日の服装によって気分が左右されることがある 2.55 0.999 2.94 0.931 -3.57 ***41.服装による気分左右
42.筋肉質な体型になりたい 3.09 0.874 1.86 0.815 13.15 ***42.筋肉質体型への憧れ
43.宣伝・広告を見ている方だ 2.27 0.942 2.45 0.835 -1.82 43.宣伝・広告意識
44.アクセサリーを身に着ける 2.02 1.036 2.54 0.898 -4.89 ***44.アクセサリー
45.服装で自分を表現しようとする 2.30 0.996 2.63 0.878 -3.25 **45.服装で自己表現
46.カバンや靴との組み合わせに気を遣っている 2.33 1.020 2.88 0.913 -5.02 ***46.小物組み合わせ意識
47.流行の服を着るよう心がける 2.01 0.967 2.19 0.828 -1.87 47.流行服重視
48.今何が流行っているか知っている 1.92 0.959 2.39 0.936 -4.44 ***48.流行把握
49.流行を追うよりも、いいものを長く着る方がよい 3.04 0.790 3.06 0.728 -0.21 49.服の物持ち重視
50.保温性や通気性の良い服を選ぶ 2.80 0.884 2.63 0.821 1.85 50.服の着心地重視
51.暑さや寒さを感じても見た目を重視してがまんする 2.09 0.874 2.28 0.860 -1.94 51.服の見た目重視
52.服はデザインよりも動きやすさを重視する 2.64 0.905 2.38 0.665 2.78 **52.服の機能性重視
53.気に入った服でも高ければ買わない 2.88 0.925 2.92 0.833 -0.41 53.服の価格重視
54.多少値段が高くても品質の良い服を選ぶ 2.63 0.888 2.48 0.751 1.56 54.服の品質重視
55.衣服は安くてもいいから数多く持ちたい 2.42 0.912 2.67 0.797 -2.56 * 55.服のバリエーション重視
56.不謹慎だと思われる服装はしたくない 3.39 0.783 3.57 0.572 -2.30 * 56.自分の服装規範意識
57.人が場違いな服装をしているのを見るのは耐え難い 3.00 0.979 3.15 0.728 -1.47 57.他人の服装規範意識

































































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
41その日の服装によって気分が左右されることがある .956 .285 -.088 .118 .007 .140
40着る服によってテンションが上がることがある .735 .225 -.147 .078 .147 .251
47流行の服を着るよう心がける .243 .849 .001 .198 .097 .195
48今何が流行っているか知っている .256 .829 -.034 .192 .225 .237
50保温性や通気性の良い服を選ぶ -.033 .010 .865 .142 .050 -.005
52服はデザインよりも動きやすさを重視する -.254 -.139 .620 .004 -.093 -.085
55衣服は安くてもいいから数多く持ちたい .052 .141 .382 .140 -.229 -.005
56不謹慎だと思われる服装はしたくない .016 .060 .193 .849 -.078 .298
57人が場違いな服装をしているのを見るのは耐え難い .161 .301 .029 .699 .158 .153
54多少値段が高くても品質の良い服を選ぶ .070 .183 .070 .156 .766 .174
53気に入った服でも高ければ買わない -.083 -.095 .352 .194 -.520 .296
32おしゃれな人に好感を持つ .222 .202 -.048 .150 .100 .756
58季節感を気にしない -.137 -.253 .152 -.295 -.004 -.469
［寄与率］累積寄与率 % ［14.8］ ［13.1］ ［10.6］ ［8.0］ ［6.7］［5.4］58.7
Ⅰ 服装による気分高揚 1.000 .318 -.135 .108 .097 .191
Ⅱ 流行重視 1.000 -.051 .229 .189 .221
Ⅲ 服の機能性重視 1.000 .163 -.124 .025
Ⅳ 服装規範意識 1.000 -.009 .328























Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
27爪や肌も手入れにも気をつける方である .828 .230 .394 -.039
28ヘアケアに気を遣っている .809 .266 .339 -.082
26体重管理のためによく低カロリーの食べ物を食べる .562 .114 .056 .031
39姿勢を気にしている方だ .455 .260 .211 .162
41その日の服装によって気分が左右されることがある .210 .936 .197 -.041
40着る服によってテンションが上がることがある .328 .718 .338 -.153
57人が場違いな服装をしているのを見るのは耐え難い .242 .290 .647 -.081
56不謹慎だと思われる服装はしたくない .197 .185 .568 .010
58季節感を気にしない -.135 -.021 -.456 -.077
50保温性や通気性の良い服を選ぶ .132 -.023 -.026 .729
52服はデザインよりも動きやすさを重視する -.110 -.084 .056 .477
［寄与率］累積寄与率 % ［18.1］ ［14.3］ ［7.4］ ［7.4］47.2
Ⅰ 美容意識 1.000 .306 .372 .001
Ⅱ 服装よる気分高揚 1.000 .308 -.088






































































































































































































































































































「Ⅰ 美容意識」，「Ⅱ 服装による気分左右」，「Ⅲ 服
装規範意識」，「Ⅳ 服の機能性重視」の4因子が得
られた。
（5）男子の『ファッション行動』の構造方程式モデ
ルは GFI=0.986，AGFI=0.953，RMSEA=0.000で
あり，適合度が非常に高いモデルが得られた。
「F1服装による気分高揚」⇔「F2流行重視」の
因果係数は0.26であり正の相関関係を示した。この
ことから服によって気分の高揚を感じる男子は，流
行を把握し，流行のものを身に着けることに正の相
関があるといえる。「F1服装による気分高揚」⇔
「F6おしゃれ感重視」の因果係数は-0.38であり負
の相関関係を示した。
服によって気分の高揚を感じる男子は，おしゃれ
に無関心で季節感を気にしないことに負の相関があ
るといえる。
「F2流行重視」⇔「F6おしゃれ感重視」の因果
係数をみると，因果係数は-0.43であり負の相関関
係を示した。流行を把握し，流行のものを身に着け
る男子は，おしゃれに無関心で季節感を気にしない
ことに負の相関があるといえる。
これらのことから，服によって気分高揚を感じる
男子ほど，流行に敏感で，季節感のある格好やおしゃ
れ感を重視するという共変関係にあると考えられる。
また，流行に敏感な男子ほど，季節感のある格好や
おしゃれ感を重視するという共変関係にあると考え
られる。
（6）女子の『ファッション行動』の構造方程式モデ
ルは GFI=0.969，AGFI=0.942，RMSEA=0.042で
あり，適合度が非常に高いモデルが得られた。
「F1美容意識」⇔「F2服装による気分左右」
の因果係数は0.33であり正の相関関係を示した。爪
や肌，体型，姿勢といった自分の外見に気を遣う女
子は，服による気分高揚に正の関連があると言える。
「F2服装による気分左右」⇔「F3服装規範意
識」の因果係数は-0.39であり負の相関関係を示し
た。
服によって気分高揚を感じる女子は，人が場違い
な服装をしていたり，自分が季節感のない格好や不
謹慎な服装をしたりすることに負の相関があるとい
える。
「F1美容意識」⇔「F3 服装規範意識」の因果
係数は-0.33であり負の相関関係を示した。爪や肌，
体型，姿勢といった自分の外見に気を遣う女子は，
人が場違いな服装をしていたり，自分が季節感のな
い格好や不謹慎な服装をしたりすることに負の相関
があるといえる。これらのことから，髪や肌，爪，
体型といった自分の外見に気を遣い美容意識が高い
女子は，服装による気分高揚を感じやすく，
TPOや季節感といった服装規範意識も高いという
共変関係にあると考えられる。
（7）『価値観』23項目（4件法）の因子分析（全体）
をもとに，若者が4つのクラスターに分類された。
「CL1ネガティブで疲労している群」，「CL2消極的
で承認欲求が低い群」，「CL3好奇心が強く承認欲
求が高い群」，「CL4自信を持ち積極的で活発な群」
の中で「好奇心が強く承認欲求が最も高いCL3」と
「消極的で承認欲求が最も低いCL2」を取り上げ，
両者の「ファッション行動」35項目（4件法）の評
定平均値を比較した。
平均値の差の検定（t検定）を行った結果，35項
目中22項目において有意差がみられた。有意差が
みられた22項目すべてにおいて，CL2（消極的で承
認欲求が低い群）に比べCL3（好奇心が強く承認欲
求が高い群）の評定平均値が高かった。
以上，『価値観』において積極的で承認欲求が高
い若者ほど，『ファッション行動』では自分の外見
をよく見せようと努力し，服装で自分を表現するた
めにこだわりを持ち，日々のコーディネートにも気
を配ることで，高揚感を感じており，ファッション
行動に積極的であると考えられる。
本研究により，富山地域の若者のアパレル産業の
品揃え計画の基礎資料となることを期待する。『価
値観』の類型（4Cluster）別には「積極的で承認欲
求が高い若者」ほど，『ファッション行動』で自己
表現に積極的であった。一方，『価値観』に消極的
で『ファッション行動』も無関心な若者も多くいた。
若者には服装に興味を持つきっかけを与えることで，
積極的な価値観になれることが示唆された。
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Ⅴ．結 論
『価値観』については男女で大きな違いはみられ
なかった。自尊心を持ち積極的にリーダーシップを
発揮して行動する若者は，承認欲求が高く，ポジティ
ブで疲労感を感じることも少ない共変関係にあるこ
とが分かった。男子は被服の品質を重視し，女子は
美容意識を重視することが示唆された。
『ファッション行動』について男子は，被服によっ
て気分高揚を感じる男子ほど，流行に敏感で，おしゃ
れ感を重視することがわかった。女子は，美容意識
が高いほど，服装による気分高揚を感じやすく，服
装規範意識も高いことがわかった。
『価値観』を類型化し，『ファッション行動』を比
較した結果，『価値観』において積極的で承認欲求
が高い若者ほど，『ファッション行動』では自分の
外見向上意識が高く，こだわりを持ち，日々のコー
ディネートに気を配り，服装で自分を表現すること
で高揚感を感じており，ファッション行動に積極的
であることがわかった。
また，『ファッション行動』に無関心で『価値観』
も消極的な若者も多く，服装に興味を持つきっかけ
を与えることで積極的な価値観になれることも示唆
された。
本研究の一部は，日本繊維製品消費科学会2015
年6月（信州大学）の年次大会で発表した。
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和文要旨
本研究は若者の『価値観』が『ファッション行動』に及ぼす影響を明らかにすることを目的とし，大学生（n=348）
に質問紙調査を行った。その結果，自己申告による上着のサイズについて，男子はLサイズ以上が6割で多く，女子は
Lサイズ以上が3割だった。『価値観』項目の評定平均値は男女の有意差は少なく，「Ⅰ積極性・自尊心」「Ⅱ承認欲求」
「Ⅲネガティブ・疲労感」の3因子が得られた。『ファッション行動』項目は男女で多数の項目に有意差が見られた。ま
た，『価値観』と『ファッション行動』において，それぞれ適合度の高い構造方程式モデルが得られた。『価値観』の類
型（4Cluster）別では「積極的で承認欲求が高い若者」ほど，『ファッション行動』で自己表現に積極的であった。一
方，『価値観』に消極的で『ファッション行動』も無関心な若者も多くいた。若者には服装に興味を持つきっかけを与
えることで，積極的な価値観になれることが示唆された。
